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河川空間構造とそこにおける行動特性の関係を把握することは，河川整備や設計において有用な知見と

なるであろう．そこで本研究では，予備的な知見を得るために，４つの河川空間を対象にシークエンシャ

ルな体験に基づいた空間構造図を作成し，VTR を用いた調査から得た行動の軌跡を重ねた．結果として，
園路沿いの空間要素の配置が，行動の自由度や多様性に大きく関係している可能性が明らかとなった． 
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１．はじめに  
河川空間は，日々の生活の中で身近な自然体験を

与えてくれる数少ない場であり，人が本質的に求め

る精神的な潤いや憩いを提供してくれる場である．

高度成長期にみられた治水・利水にのみ重点が置か

れた河川整備も現在では見直され，環境という新た

なキーワードのもと様々な整備が各地で行われてい

る．河川空間に対する人々の関心も高まり，近隣住

民とのワークショップを踏まえた河川整備も行われ

るなど，近年では街づくりの面でもその一翼を担う

ものとなっている．しかしながら実際の河川空間を

見ると，住民の種々の要求に応えるべく，スポーツ

施設などの単目的な空間をただ横に並べたにすぎな

い機能主義的といえるようなものも少なくない． 
空間の強い軸性と連続性は河川特有のものであり，

水辺と接しながら得られるシークエンシャルで多様

な空間体験こそ川の魅力であり，おもしろさである

といえる．整備，設計の観点からすれば，シークエ

ンスを形成し多様な行動を誘引するような空間構造

の特徴を見出すことは，非常に有用な知見となろう．

ここでいう空間構造とは，分節された空間の構成，

配置のことである．河川の有する軸性により，空間

構造を一次元的に扱うことができるため，何らかの

パタンを把握することは比較的容易であると考えら

れる． 
河川空間と行動に着目した研究として，中村ら１），

伊藤ら 2）は，人の行動パタンの調査，分析から，堤

防，高水敷，低水護岸など要素の設計に対する有用

な知見を得ている．しかしながら，河川空間全体の

構造という視点では深く言及されていない．また，

空間構造と行動との関係については，スペースシン

タックス理論 3）を用いて分析された研究がみられる．

スペースシンタックス理論は，建築や都市における

空間構成と人の分布，動線との関係に主眼を置いた

もので，行動の内容については考慮されておらず，

また，空間の分節が明示的でない公園などのオープ

ンスペースには適用が難しいと考えられる． 
こうした背景を踏まえ，本研究は，河川における

空間構造を把握，図式化し，その構造とそこで見ら

れる行動との関係性を明らかにすることを目的とす

る．ただし，今回行っている調査等は，予備的な知

見を得るための試験的なものであることを予め断っ

ておく．  
 
 

２．研究方法 
 

(1)空間構造図の作成 
空間における体験に基づいて構造を把握するため

に，K.リンチの理論 4）を応用し，現地調査から分節

空間を抽出した．調査対象は以下の７箇所である． 
・ 広瀬川 （広瀬川 水辺の楽校） 
・ 北上川 （和渕 水辺の楽校） 
・ 鳴瀬川 （下伊場野 水辺の楽校） 
・ 江合川 （涌谷 水辺の楽校） 
・ 阿武隈川（渡利 水辺の楽校） 
・ 北上川 （盛岡市内） 
・ 中津川 （盛岡市内） 

 調査から，リンチが提唱した都市のイメージを構



 

成する要素の５つのうち，ノードとランドマークは

点的要素として１つに分類可能であるとし，計４つ

に該当すると考えられる空間要素を抽出した．さら

に体験的，感覚的な違いに基づいて，４つの要素を

それぞれもう一段階細分し類型化した（表-1）．それ

ぞれの空間要素について以下のように定義する． 

① パス 
・主園路 

  明確に舗装された主動線となる園路 

・サブ園路 

  明確な舗装はされてないが通り道とわかる園路 

② エッジ 
・水際の空間 

  水面と陸地の境界 

・並木・低木群沿いの空間 

  木，低木が列状に並び，その線に沿った空間 

・護岸沿いの空間 

  高水または低水護岸に沿った空間 

③ ディストリクト 
・テクスチャー変化による領域空間 

  舗装素材の変化などにより領域感を感じる空間 

・囲繞感の強い空間 

  木，地形などで強く囲まれている空間 

・囲繞感の弱い空間 

  弱い囲まれ感があり，比較的開放的な空間 

④ ノード・ランドマーク 
・拠り所 

  五本松，巨石など拠り所となるような点的要素 

・ファーニチャー 

  ベンチ，遊具などのファーニチャー 

 以上の空間要素を用いて，空間構造図を作成する．

できるだけシークエンシャルに体験的な空間構造を

記述するため，園路を中心とした空間要素の構成が

わかるよう抽象化し作図を行った． 

 

(2)行動調査 

a)調査対象 

現地調査を行った前述の７箇所のうち，利用者が

多く短時間で効率的にサンプルが収集できると考え

られた以下の４箇所を対象とした． 
・ 広瀬川 （広瀬川 水辺の楽校） 

 

 
 
 
 
 
 
 

・ 阿武隈川（渡利 水辺の楽校） 
・ 北上川 （盛岡市内 開運橋上流） 
・ 中津川 （盛岡市内 中の橋下流） 
b)調査日時 

・ 調査日：2007年 9月 1日（土），2日（日） 
・ 調査時間：13:00~16:00 
c)調査方法 

 河川空間における人の行動を正確に捉えるために，  

VTR を用い調査対象地を広域的かつ連続的に観察
する方法をとった．また，写真による観察，観察者

が対象地域内に入り直接観察するなどをして，VTR
で撮影できない領域を適宜補った． 

 
 
３．結果 
  
行動調査の結果，各地で多様な行動が観察された． 

J.ゲールの調査，研究 5）によると屋外空間における

活動は，任意活動，必要活動，社会活動の３つに大

別できるとしている．任意活動とは目的を特に持た

ない散策，鑑賞などの活動であり，必要活動は何ら

かの目的を伴った活動，社会活動は２人以上の活動

として，互いが接するときの活動であるという．ま

た，屋外空間の質が貧しいときには，必要活動しか

起こらず，屋外空間の質が高いときには，任意活動

が幅広く見られるという．空間の質に関わる任意活

動と必要活動に着目し，この活動分類を援用して観

察された行動を表-2のように分類した．ここで任意

行動 A, Bは，基本的に任意行動であるが，Bに分類
されている犬の散歩，ジョギング・ウォーキングは

日課的な側面が強く，A の行動と比較するとやや強
制的で必要行動の性格を含んでいるといえる．この

ような理由から任意行動を２つに分類し，計３分類

とした． 
作成した空間行動図の上に，観察された行動を凡

例に従いプロットしたものを図-1~図-4に示す．ま

た各行動を集計したものを表-3に示す．集計は，あ

る空間における行動の回数（延べ人数）をカウント

し，同一サンプルによる複数行動は重複カウントす

る． 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-2 観察された行動

の類型 

 

表-1 空間要素の類型 

の類型 
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図-1 空間構造図ー行動（広瀬川） 

 

図-2 空間構造図ー行動（阿武隈川） 

 
凡 例 

 



  

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
表-3 各行動の集計 
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図-3 空間構造図ー行動（中津川） 

 

図-4 空間構造図ー行動（北上川） 

 

凡 例 

 



  

  

 
４．考察 
 

図-1~図-4をみると，阿武隈川と中津川の図にお

いて，任意行動を示す暖色系の色が目立つことがわ

かる．表-3 における任意行動と必要行動の比から，

阿武隈川：11.67，中津川：9.33と広瀬川の 4.63と比
較し高い値を示しており，相対的に任意行動が多く

行われているといえる．空間構造との関連をみると，

阿武隈川，中津川ともに園路から外れて歩き出す行

動が多くみられ（表-3 園路外行動/園路内行動，阿

武隈川：0.90，中津川：0.77），その大部分が園路脇
のディストリクトから隣接するディストリクトへと

移りながら散策をするような動きである．これは中

津川の図における右側部分で明示的に示されており，

園路から木を拠り所として佇み，テクスチャー変化

によるディストリクトを経由して水際に至るという

一連の行動が高い頻度でみられている．北上川の右

側部分でも類似した散歩の軌跡が，少数ではあるが

見受けられる．阿武隈川においても園路からディス

トリクト伝いに水辺に到達する行動がみられるが，

中津川と比較しその経路パタンは多岐にわたり，空

間から空間へと迷路的に経路を選択していると考え

られる．ディストリクトの連なりが，言わば見えざ

るパスとなって迷路性を生み，散策行動をいざなっ

ていると言えるであろう． 

また，阿武隈川では園路と水際以外の場所でも佇

む行動が多くみられ，他の３つの河川においては，

そのどちらかに集中しているのと比較すると，行動

も空間的に多様であると言える．表-3の一人当たり

の行動数をみても阿武隈川が 2.14と高く，対象地域
の延長がほぼ同じである広瀬川と比較しても，行動

の自由度が高い空間構造であると言えるかもしれな

い．反対に，最も行動に多様性がみられず自由度が

低いのは，広瀬川であろう．全人数は最も多いもの

の（表-3），一人当たりの行動数は 1.48 と，最も低
い値を示している．また行動は園路内に留まってい

る人が大半であり，園路外の行動は他の河川に比べ

著しく少ない（表-3 園路外行動/園路内行動，広瀬

川：0.27）．この要因としては，園路沿いに行動を誘
引するような空間要素が乏しく，単機能的要素であ

るベンチのみに限られていることがまず挙げられよ

う．つまり，茫洋としていて拠り所がないため，唯

一ヒューマンスケールの空間を提供している園路の

みに行動が限られてしまっていると推測できる．こ

のような空間では，必要行動に対し任意行動があま

りみられず（表-3任意行動/必要行動，広瀬川：4.63），
環境の質が高いとはいえないであろう． 

行動の自由度と多様性に関しては，中津川の図が

興味深い．ここでは，園路から水辺へのアクセスが

左右 2 箇所に限られており，行動の自由度は極めて

低い空間構造であるといえよう．しかし逆に考えれ

ば，テクスチャーを転換させただけのディストリク

トを１つ２つ配置するのみで，そこ起点として大き

く行動軸が歪み，行動が多様化するであろうことが

推測される．ただディストリクトなどの空間要素を，

数多く配置すればそれに相関して，行動の多様性は

向上するのであろうか．今回の結果からは何とも言

えないが，ここには空間構造における何らかの秩序

やルールの様なものが存在するようにも思われる．

これに関しては今後の課題としておきたい． 

 
 
５．結論 
 
 本研究では，東北地方の４つの河川空間を対象に，

シークエンシャルな体験に基づいた河川の空間構造

を図式化し，VTR調査により得た行動の軌跡を重ね
合わせた結果，以下のことが明らかになった． 

・園路からのディストリクトの連なりが園路外行動 

 を誘引しており，その連続性が暗示的にパスとな  

 っていることが推測された． 

・そのような構造を有する空間では，任意行動が多 

 くみられ，行動が多様化する可能性がある． 

・園路沿いに空間要素が少ない場合，行動の自由度 

 が低くなり，園路のみに行動が制約されると考え  

 られる．ただし，起点となるようなわずかなディ 

 ストリクトさえあれば，行動が大きく多様化する 

 可能性がある． 
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